
 

輪島市 調査総括表（1/14） 

調査番号 １ 県名 石川県 市町名 輪島市 

１．被害の状況等 

（１） 被災前の人口（R5.12.1） 被災状況図 

総人口 23,192 人 ▼建物被災状況 

 

 

 

年齢階級別人口 

項目 0-14 歳 15-64 歳 65 歳以上 

人口（人） 1,588 10,479 11,125 

比率 6.8% 45.2% 48.0% 

（２） 人的被害の状況（R7.3.18） 

死者 196 人 

（うち災害関連死者 95 人） 

行方不明者 2 人 

（３） 都市計画等の状況 

都市計画区域 一部都計区域 

市街化区域 区域区分 無 

用途地域 用途地域指定 有 

（４） 建物等被災の状況（R6.8.16）  ※割合は行政区域等の各区域に示す割合 

区 域 
総軒数 

(軒) 

全壊区域 半壊区域 一部損壊区域 流出軒数 

（軒） 軒数（軒） 割合(%) 軒数（軒） 割合(%) 軒数（軒） 割合(%) 

行政区域 35,647 2,282 6.4% 5,528 15.5% 2,512 7.0% 0 

都市計画区域 9,180 1,254 13.7% 2,367 25.8% 1,621 17.7% 0 

用途地域 7,114 1,115 15.7% 1,962 27.6% 1,336 18.8% 0 

（５）津波浸水被害の状況 （６）液状化被害の状況 （７）火災被害の状況 

区 域 
総面積(ha) 

軒数(軒) 
総面積(ha) 

面積(ha) 割合(%) 面積(ha) 割合(%) 

行政区域 10.6 0.0003% 198 約 4.98 0.012% 

都市計画区域 0 0% 157 約 4.92 0.357% 

用途地域 0 0% 157 約 4.92 1.474% 

※総軒数：行政区域は課税台帳の建物総軒数。都市計画区域、用途地域は都市計画基礎調査（建物用途別現

況）の建物総軒数 

 

  



 

輪島市 調査総括表（2/14） 

（８）インフラの状況 

区分 被災状況 復旧状況 備考 

道

路 

国道 通行止め １路線 

14 箇所 

全通 全通日：R6.12.27 

片側通行 － －  

県道 通行止め 17 路線 

22 箇所 

13 路線 

※R7.1 時点 

県道 38 号（輪島浦上線）、県道

51 号（輪島富来線）の復旧に時

間を要している。 

片側通行 － －  

市道 通行止め 319 路線 

795 箇所 

約 300 路線 

※R6.7 時点 

道路修繕開始月のデータから

の集計のため、詳細な復旧状況

は不透明。 

片側通行 － －  

電気 全域停電 全通 復旧日：R6.3 月 

水

道 

上水道 １月４日 

11,434 戸で断水 

復旧 11,295 戸 

復旧困難地区有 

復旧日：R6.8.8 

※市ノ瀬町除く。 

営農飲雑用水施設 ３７世帯 未 未定（町野町寺山） 

※長期避難世帯数 

小規模水道施設 不明 復旧困難地区有 未定 

その他水道施設 － －  

下

水

道 

公共下水道 全域被害 復旧困難地区有  

漁業集落排水 165 戸 165 戸 未定（皆月） 

林業集落排水 144 戸 116 戸 未定（美谷地区・洲衛地区、本

郷第 1地区、阿岸第 1 地区） 

通

信 

電話 一部不通 一部を残し復旧 NTT 西日本 

インターネット 一部不通 一部を残し復旧 〃 

ケーブルテレビ － －  

（９）仮設住宅の整備状況 

区分 世帯 整備状況 備考 

応急仮設住宅 2,764 世帯 2,897 戸完成 R7.2.19 時点 

みなし仮設住宅 1,116 世帯 1,839 件受付 R7.2.19 時点 

 

  



 

輪島市 調査総括表（3/14） 

２．各種ハザード・過去の被災状況 

（１）各種ハザード状況 

・津波ハザードマップ（平成 27（2015）年９月） 

 

 



 

輪島市 調査総括表（4/14） 

２．各種ハザード・過去の被災状況 

（１）各種ハザード状況 

・輪島市河川洪水ハザードマップ 河原田川・町野川（令和２（2020）年３月） 

  

・液状化しやすさマップ（北陸地方整備局） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 



 

輪島市 調査総括表（5/14） 

２．各種ハザード・過去の被災状況 

（１）各種ハザード状況 

・輪島市土砂災害避難地図【土砂災害ハザードマップ】Ｒ１改訂版 輪島地区（令和２（2020）年３

月） 

 

（２）過去の被災状況およびその後の対策 

■平成 19年能登半島地震 

・平成19（2007）年３月25日９時41分、能登半島沖の深さ11kmでマグニチュード6.9の地震が発生 

・人的被害：死者 1名、重傷者 46名、軽傷者 69名 

・住家被害（棟）：全壊 513 棟、半壊 1,086 棟、一部損壊 9,988 棟 

出典：石川県「平成 19 年能登半島地震災害記録誌」 

  



 

輪島市 調査総括表（6/14） 

３．被災前の上位関連計画策定状況 

・ 第２次輪島市総合計画（後期基本計画）【輪島市まち・ひと・しごと創成総合戦略】（R4.3 月） 

・ 輪島市都市計画マスタープラン（H24.6 月） 

・ 輪島市立地適正化計画（H29.3 月） ※R6.4 月に防災指針を策定した改定版公表予定） 

・ 輪島市地域防災計画（R4修正） 

・ 輪島市国土強靭化地域計画（R2.5 月） 

・ 輪島市過疎地域持続的発展計画（R3.12 月） 

・ 輪島市ＳＤＧｓ未来都市計画（R4.9 月） 

４．被災前の開発・事業計画状況 

無 

５．復興計画の策定状況 

（１） 復興事前準備の状況 

 事前復興まちづくり計画 無 

 地域防災計画 有 

（２） 復興計画等の策定状況 

 名称 策定年月日 委員会 
パブリック 
コメント 

復興計画 輪島市復興まちづくり計画 2025 年２月 26 日 有 有 

その他の方針・計画 無    

（３）復興計画の策定方法等での特質（住民参加・大学との連携等・方向性の変更等） 

 復興まちづくり計画検討委員会（７回開催、委員長：姥浦道生氏（東北大学）、アドバイザー：隈

研吾氏） 

 市民アンケート調査（全世帯対象、中高生対象） 

 わじま未来トーク（全市民対象、３箇所開催） 

 住民懇談会（７箇所開催、全２回） 

 区長会長個別訪問（19地区、継続的に開催） 

 各種団体との協議（継続的に開催） 

 



 

輪島市 調査総括表（7/14） 

６．復興計画の概要（市町全体） 

（１） 整備の基本的な考え方 （２） 整備にあたっての基本的な方針 （４）復興構想図（市町全体対象） 

■将来都市構造の基本的な考え方 

 輪島･門前･町野の市街地（拠点）は、行政が中心となり

住まいや日常生活に必要な機能等を確保 

 各地区において安心して暮らせるよう、公民館を核とし

たコミュニティを再建 

 各集落においても復旧を進め、現地再建を支援していく

とともに、各地域での話し合いを通じて、災害リスクや

孤立可能性の高いエリア等から拠点への移転を支援（必

要に応じて災害の危険なエリアの立地規制を検討） 

 

■将来都市構造の設定 

＜市街地ゾーン＞ 

 早期のインフラ復旧や強靭化の推進 

 安全・安心で多様な暮らしを選択できる住環境の整備 

 行政サービスをはじめ日常生活に必要な機能の確保 

＜集落ゾーン＞ 

 農林漁業を中心とした暮らしや特色ある山間・沿岸集

落景観の再生・継承 

 地域の希望に応じた市街地ゾーン等での住まいの確保

やコミュニティの再生 

 インフラの復旧、効率的な生活基盤施設や市民サービ

スの見直し 

 拠点的な市街地と集落の連携 

＜自然環境ゾーン＞ 

 農林業基盤の復旧 

 自然環境の保全・管理・育成による防災・減災の推進 

 隆起した海岸線等の震災遺構の活用検討を含めた景観

資源の保全・育成 

住宅再建の
方針 

 「住まいの自立再建や耐震性向上に対する支援」

や「災害公営住宅の建設」等、支援の多様性の確

保 

 安全・安心な場所への居住に関する地域からの希

望に対応した居住地の確保 

 

 

 

 

 

コミュニティ
の復興方針 

 被災した集会所等の再建・修復等、地域コミュニ

ティの再構築・育成 

浸水対策の
方針 

 安全な避難路・避難場所の整備・拡充の推進 

火災対策の
方針 

 安全な避難路・避難場所の整備・拡充の推進（再

掲） 

市街地の 
整備方針 

 土地区画整理事業等による街区の再編、低未利用

地の集約化や基盤整備 

避難体系 
の方針 

 安全な避難路・避難場所の整備・拡充の推進（再

掲） 

 地域住民・関係機関等と連携した避難所運営訓練

の実施 

 実践的な防災教育の展開 

交通体系の
整備方針 

 公共インフラの復旧・整備に加え、強靭化の推進 

 交通ネットワークやライフライン施設の多重化 

産業・生業、
観光・交流 
の復興方針 

 被災した観光施設・名所・自然景観等の再整備 

 農林漁業者の生産活動の早期再開への支援及び自

己負担の軽減 

景観・文化・
の復興方針 

 美しいまちなみの再建、狭あい道路の解消や公園

等の確保 

 各地域に人・モノ・情報の交流拠点の整備 

（３）地区別の方針の概要 

市街地ゾーンの土地利用の方針 

 早期のインフラ復旧や強靭化の推進 

 安全・安心で多様な暮らしを選択できる住環境の整備 

 行政サービスをはじめ日常生活に必要な機能を確保 

地区名 復興の基本的な考え方 

輪島地区  本市全体の拠点として、人口や多様な都市機能を集積する 

 接道要件の確保等による住宅再建や居住誘導、都市機能の再建とともにまちなかへの移転・集約化

も図る 

門前地区  地域拠点として、一定の人口密度を維持しながら、行政機能や生活利便機能を備える 

 地区の中心部における交流・防災等機能の各種施設整備による生活基盤の再建や防災機能の向上、

観光地としての再興を図り、地域内集落からの住まいの移転の受け皿として自宅再建支援や災害

公営住宅整備を行う ※地区別復興方針から記入  

町野地区 



 

輪島市 調査総括表（8/14） 

７．（1） 地区別復興方針（中心拠点地区） 

（１）地区の概況 

面積(ha) 186.4 都市計画 線引き用途 役所・支所等 含む 

土地利用（被災前）概況 主に住宅、産業、商業、公共施設など 

被災の状況 地震、大規模火災、一部豪雨による浸水 

復興方針策定上 

留意すべき特徴 

輪島市の中心部において、都市機能及び観光産業の拠点となる中

心拠点であったが、令和 6 年 1 月の能登半島地震で大きく被災

し、市民の住まい、生活・生業の再建等の復興が求められている。

加えて、震災前から続く定住人口や交流人口の減少への対応、持

続可能な都市構造の構築、賑わいや活力の創出による拠点機能強

化の推進等が求められている。 

まちづくり団体の状況 「輪島市本町周辺地区まちづくり協議会」R6.12.21設立、活動中。 

（２）地区の整備について 

住宅再建の方法 市検討中 

コミュニティの復興方法 市検討中 

浸水対策の方法 市検討中 

火災対策の方法 市検討中 

土砂災害対策の方法 市検討中 

市街地の 

整備方法 

基本的方針 

焼失した本町（朝市通り）周辺での面的整備事業や市街地におけ

る各種施設整備により、接道要件の確保等による住宅再建や居住

誘導、都市機能の再建とともにまちなかへの移転・集約化も図る

など、復興まちづくり計画の実現を目指す。 

現位置整備

の方法 
※「（５）地区別構想図」参照 

移転区域の

方針 
市検討中 

土地利用 

規制の方法 
市検討中 

公共公益 

施設の整備

方法 

市検討中 

※都市再生整備計画案を作成 

その他特記

すべき方針 
市検討中 

整備 

スケジュール 
市検討中 

避難方法 市検討中 

交通体系の整備方法 市検討中 

産業・生業、観光・交流の

復興方法 
市検討中 

景観・文化の復興方法 市検討中 

  



 

輪島市 調査総括表（9/14） 

（３）実現に向けての課題 

実現に向けての課題 

・基盤整備、敷地整序や土地の集約による拠点や公営住宅用地等

の確保による機能集約 

・朝市と商店街、住まいの共生を目指した面的な市街地整備 

・被災者の住まいの確保・再建支援 

・観光等の拠点となる、地域産業・文化を活かした施設整備と、

施設を有効活用した官民で取り組む多様な事業・施策の場づく

り 

・伝統文化と新たな魅力が共存し、魅力と賑わいあふれる、憩い・

待合い等のための滞留空間や交流拠点としてのシンボル性を表

現した空間形成（各地域に人・モノ・情報の交流拠点を整備） 

・利便性向上のためのサービス機能集約や交流拠点にふさわしい

新規機能導入（情報提供機能の充実等） 

（４）比較した代替案 

上記以外の比較案 上記構想案採用に至った理由 

無 － 

（５）地区別構想図 

 

  



 

輪島市 調査総括表（10/14） 

７．（2） 地区別復興方針（門前地区） 

（１）地区の概況 

面積(ha) 110.0 都市計画 都市計画区域外 役所・支所等 含む 

土地利用（被災前）概況 主に住宅、産業、商業、公共施設など 

被災の状況 地震 

復興方針策定上 

留意すべき特徴 

輪島市西部地域の拠点として門前地区に位置し、都市機能及び観

光産業の拠点となる地区であったが、令和 6年 1月の能登半島地

震で大きく被災し、市民の住まい、生活・生業の再建等の復興が

求められている。加えて、震災前から続く定住人口や交流人口の

減少への対応、持続可能な都市構造の構築、賑わいや活力の創出

による拠点機能強化の推進等が求められている。 

まちづくり団体の状況 まちづくり協議会 無 

（２）地区の整備について 

住宅再建の方法 市検討中 

コミュニティの復興方法 市検討中 

浸水対策の方法 市検討中 

火災対策の方法 市検討中 

土砂災害対策の方法 市検討中 

市街地の 

整備方法 

基本的方針 

門前中心部における交流・防災等機能の各種施設整備を行うこと

で生活基盤再建や總持寺を中心とした観光地としての再興等を

図り、また合わせて西部地域内集落からの住まいの移転の受け皿

として自宅再建支援や災害公営住宅整備を行い、復興まちづくり

計画の実現を目指す。 

現位置整備

の方法 
※「（５）地区別構想図」参照 

移転区域の

方針 
市検討中 

土地利用 

規制の方法 
市検討中 

公共公益 

施設の整備

方法 

市検討中 

※都市再生整備計画案を作成 

その他特記

すべき方針 
市検討中 

整備 

スケジュール 
市検討中 

避難方法 市検討中 

交通体系の整備方法 市検討中 

産業・生業、観光・交流

の復興方法 
市検討中 

景観・文化の復興方法 市検討中 

  



 

輪島市 調査総括表（11/14） 

（３）実現に向けての課題 

実現に向けての課題 

・基盤整備、低未利用地活用や公営住宅用地等の確保による機能

集約 

・總持寺祖院を核とした禅文化の魅力を活かした、伝統文化と新

たな魅力が共存し、賑わいあふれる滞留空間等や商店街と住ま

いの生活拠点整備 

・利便性向上のためのサービス機能集約や交流拠点にふさわし

い新規機能導入（情報提供機能の充実等） 

・消防署を中心とした防災拠点の整備 

・復興事業実現に向けた検討や官民協働の取組の継続 

（４）比較した代替案 

上記以外の比較案 上記構想案採用に至った理由 

無 － 

（５）地区別構想図 

 

 

  



 

輪島市 調査総括表（12/14） 

７．（3） 地区別復興方針（町野地区） 

（１）地区の概況 

面積(ha) 52.0 都市計画 都市計画区域外 役所・支所等 含む 

土地利用（被災前）概況 主に住宅、産業、商業、公共施設など 

被災の状況 地震、豪雨 

復興方針策定上 

留意すべき特徴 

輪島市東部地域の拠点として町野地区に位置し、都市機能等の拠

点となる地区であったが、令和 6年 1 月の能登半島地震で大きく

被災し、市民の住まい、生活・生業の再建等の復興が求められて

いる。加えて、震災前から続く定住人口や交流人口の減少への対

応、持続可能な都市構造の構築、災害への安全性強化や生活環境

整備の推進等が求められている。 

まちづくり団体の状況 まちづくり協議会 無 

（２）地区の整備について 

住宅再建の方法 市検討中 

コミュニティの復興方法 市検討中 

浸水対策の方法 市検討中 

火災対策の方法 市検討中 

土砂災害対策の方法 市検討中 

市街地の 

整備方法 

基本的方針 

町野中心部における交流・防災等機能の各種施設整備を行うこと

で生活基盤再建や防災性向上を図り、また合わせて東部地域内集

落からの住まいの移転の受け皿として自宅再建支援や災害公営

住宅整備を行い、復興まちづくり計画の実現を目指す。 

現位置整備

の方法 
※「（５）地区別構想図」参照 

移転区域の

方針 
市検討中 

土地利用 

規制の方法 
市検討中 

公共公益 

施設の整備

方法 

市検討中 

※都市再生整備計画案を作成 

その他特記

すべき方針 
市検討中 

整備 

スケジュール 
市検討中 

避難方法 市検討中 

交通体系の整備方法 市検討中 

産業・生業、観光・交流

の復興方法 
市検討中 

景観・文化の復興方法 市検討中 
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（３）実現に向けての課題 

実現に向けての課題 

・基盤整備、低未利用地活用や公営住宅用地等の確保による機

能集約 

・伝統文化と新たな魅力が共存し、魅力と賑わいあふれる、憩

い・待合い等のための滞留空間の整備 

・利便性向上のためのサービス機能集約や交流拠点にふさわし

い新規機能導入（情報提供機能の充実等） 

・消防署を中心とした防災拠点の整備 

・復興事業実現に向けた検討や官民協働の取組の継続 

（４）比較した代替案 

上記以外の比較案 上記構想案採用に至った理由 

無 － 

（５）地区別構想図 
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《輪島市 調査総括表の各種データの出典等》 

項目 出典等 備考 

１．被害の状況等     

（１）被災前の人口 輪島市 HP統計データ   

（２）人的被害の状況 石川県 HP   

（３）都市計画等の状況 都市計画基礎調査、国土数値情報   

（４）建物等被害の状況 罹災証明、石川県 HP、輪島市資料 
罹災証明等による被害の状況を行政区

域、都市計画区域、用途地域毎に整理 

液状化被害の状況は、宅地被害調査の

現地調査で液状化痕を調査 

（５）津波浸水被害の状況 気象庁資料 

（６）液状化被害の状況 現地調査 

（７）火災被害の状況 
内閣府資料、火災学会速報資料、「輪島市大規模火災を踏まえた

消防防災対策のあり方に関する検討会」報告書、ドローン撮影 

（８）インフラの状況 
内閣府資料、石川県資料、輪島市 HP、防災科学研究所資料、輪島

市資料、国土交通省資料、経済産業省資料、農林水産省資料 
  

（９）仮設住宅の整備状況 輪島市 HP   

２．各種ハザード・過去の被災状況     

（１）各種ハザード状況 石川県 HP、国土数値情報   

（２）過去の被災状況およびその後の対策 石川県「平成 19 年能登半島地震災害記録誌」   

３～５． （省略）     

６．復興計画の概要（市町全体）     

（１）～（４） 復興計画のうち、復興まちづくりに関する内容を記載   

７．地区別復興方針     

（１）～（５） 地区別の復興方針のうち、復興まちづくりに関する内容を記載   


